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令和４年　第３回

９月定例会
９月２日～６日

報告３件のほか、条例改正、補正予算、決算の認定など提案
された22件全てを原案のとおり承認・可決・認定しました。
また、追加提案された議案２件についても可決しました。

報　告
○報告第４号　令和３年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
　・地方公共団体の財政の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債比率、将来負担比率など）
○報告第５号　令和３年度決算に基づく資金不足比率の報告について
　・公営企業会計（下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの
○報告第６号　専決処分の報告について
　・嘉島町学校給食センター建築工事の変更契約を熊本市北区清水亀井町新規建設（株）とするもの
　　（変更増額3,189万144円）

議案審議　承認・可決した案件
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第５号　令和４年度嘉島町一般会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算総額に618万１千円追加し、歳入歳出予算の総額を64億3,738万９千円とするもの

○嘉島町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部を改正
　　する法律の施行に伴い、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例の制定について
　・嘉島町学校給食センターの新設に伴い、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町総合運動公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・嘉島町総合運動公園東エリアの管理を円滑に行うため、本条例の一部を改正するもの

○嘉島町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・消防ポンプ車庫の移設に伴い、本条例の一部を改正するもの

○令和４年度 嘉島町一般会計補正予算（第４号）
　・既定の歳入歳出予算総額に４億6,693万５千円追加し、歳入歳出予算の総額を69億432万４千円とするもの
　　（主なもの‐積立金２億800万、小中学校トイレ改修費１億2,100万、生産基盤強化費6,580万、予防接種
　　　関連3,820万等）

○令和４年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に1,730万３千円追加し、歳入歳出予算の総額を11億1,420万６千円とするもの

○令和４年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に36万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を66万３千円とするもの

○令和４年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に3,333万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億3,477万８千円とするもの

○令和４年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に25万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億8,135万８千円とするもの

○令和４年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額から870万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億5,452万６千円とするもの

９月定例会
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○ 令和４年度 嘉島町簡易水道事業会計補正予算（第１号）
　・水道事業収益の既決予定額に５万４千円を追加し、収入総額を5,954万４千円に、水道事業費用の既決
　　予定額から229万４千円を減額し、支出総額を5,514万８千円とするもの

認定議案　認定した案件
○令和３年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算
○令和３年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
○令和３年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算
○令和３年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
○令和３年度 嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
○令和３年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

○令和３年度 嘉島町簡易水道事業会計歳入歳出決算

追加議案　可決した案件
○嘉島西小学校職員室他改修工事請負契約の締結について
　・嘉島西小学校職員室等の改修工事請負契約を熊本市北区（株）志水工務店と5,383万6,673円で締結
　　するもの
○嘉島２号汚水幹線（４工区）管渠築造工事請負変更契約の締結について
　・工事箇所（井寺地内）に想定以上の水量と水流があり、従来の薬剤注入工法による対応が困難な
　　ため工法を一部変更するもの　嘉島町鯰（株）髙村建設　変更増額1,082万4,948円

令和４年度第２回臨時会 （令和４年９月22日）
○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
　・新型コロナ感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給期間が令和４年９月30日から令和４
　　年12月31日まで延長されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの
○財産の取得について
　・嘉島町役場庁舎会議室用テーブル等を全て抗菌仕様に変更するため、物品購入契約を嘉島町井寺
　　キヨムラ文具と1,260万6,330円で締結するもの
　　（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用-充当率10割）

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額
一　般　会　計 　8,381,437,565  7,678,253,730  703,183,835

特　
別　
会　
計

国民健康保険    996,977,747   964,838,796    32,138,951
住宅新築資金等貸付        613,911        50,000       563,911
介護保険    909,205,233   852,803,111    56,402,122
公共下水道事業    796,986,203   761,679,577    35,306,626
後期高齢者医療    139,758,161    135,481,981     4,276,180

収益的収入 　　　76,527,087
収益的支出 　　　 31,763,935

資本的収入 　　 252,625,000
資本的支出  　  254,651,033

補填財源使用額 2,026,033

（単位：円）

収益的収支決算額（税込）　　　    （単位：円） 資本的収支決算額（税込）　　　　  （単位：円）



園田　義宣議員

問
本
町
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
人
口
増
加
率
と
「
住
み
た
い

ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
名
を
連
ね
、
町
民

の
一
人
と
し
て
誇
ら
し
い
限
り
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
更
に
魅
力
あ
る
町
と
し
て

発
展
す
る
た
め
に
も
、
市
街
地
整
備
の
促

進
と
適
正
な
市
街
地
化
の
誘
導
が
必
要
と

な
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答  （
都
市
計
画
課
長
）

　
市
街
地
の
整
備
促
進
と
誘
導
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化
区

域
区
分
の
定
期
見
直
し
が
10
年
に
一
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
島
芝
原
地
区
が
、
平
成
27
年
５
月
に

市
街
化
区
域
の
編
入
決
定
を
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
次
期
の
市
街
化
区
域
の
編
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の
予
定
で
す
。

　
現
在
、
市
街
化
区
域
編
入
に
向
け
た
基

礎
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
中
に

は
そ
の
基
礎
調
査
を
完
了
し
、
基
礎
調
査

を
踏
ま
え
た
県
と
各
市
町
の
協
議
が
、
今

年
度
内
に
始
ま
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
５
年
度
内
に
、
嘉
島
町
に

お
け
る
市
街
化
区
域
編
入
区
域
の
設
定
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
編
入
区
域
の
設
定
に
な
り
ま
す
が
、
前

回
、
平
成
27
年
に
上
島
芝
原
地
区
を
編
入

し
て
い
ま
す
の
で
、
上
島
芝
原
地
区
周
辺

に
あ
た
る
隣
接
地
域
で
あ
り
ま
す
上
島
の

「
蔵
園
・
町
下
地
区
」
の
約
8.3　
ha
の
面
積
を

満田　和浩 議員

▪ 

都
市
計
画
に
お
け
る
今
後
の
方
針
は

▪ 

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
に
お
け
る
警
備

体
制
は

含
め
た
地
域
を
、
次
期
市
街
化
区
域
編
入

の
候
補
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
の
協
議
、
地
権
者

や
地
元
地
域
住
民
の
意
見
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
協
議
を
重
ね
、
次
期
市
街
化
区
域
編

入
に
向
け
て
の
業
務
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

問
嘉
島
町
の
夏
ま
つ
り
「
か
し
ま
水

の
郷
ま
つ
り
」
は
、
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
来
場
者
の
増

加
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
花
火
開
始
前
後
は
、
会
場
内

や
階
段
付
近
で
は
大
変
混
雑
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。
明
石
花
火
大
会
歩
道
橋
事
故

で
は
、
警
備
体
制
の
不
備
等
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
が
、
ま
つ
り
に
お
け
る
警
備
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答��（
企
画
情
報
課
長
）

　
今
年
の
水
の
郷
ま
つ
り
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多
く
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
船
警

察
署
や
上
益
城
消
防
署
、
会
場
を
提
供
い

た
だ
い
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
と
協
議
を

重
ね
、
来
場
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
警
備
計
画
を
作
成
し
、
万
全
を
期
し
て

当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
会
場
へ
は
、
約
１
万
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
と
推
計
し
て
い
ま
す
が
、
混

雑
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
事
故
等
も

な
く
、
安
全
面
で
の
問
題
は
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
ま
つ

り
で
発
生
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
洗
い
出
し
を
行

い
、
今
後
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
、
改
善
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

上島（蔵園・町下地区）

多くの人出で賑わう会場内
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町政のここが聞きたい　一般質問



園田　義宣議員

問
荒
木
町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は

９
期
36
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
か

じ
取
り
を
し
て
こ
ら
れ
、
加
勢
川
改
修
事

業
、
企
業
誘
致
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
、
各
種
施
策
に
取
組
ん
で
こ
ら
れ
た
結

果
、
人
口
も
増
加
す
る
な
ど
「
活
力
と
潤

い
に
満
ち
た
元
気
な
町
」
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
の
様
々

な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
で
は
、
住
宅
も
建
ち
始

め
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
事
業
を
確

実
に
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
５
年
２
月
10
日
の
任
期

満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答  （
町
長
）

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
議
員
の
皆
様
を
始

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
町
政

運
営
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
62
年
２
月
に
町
長
に
就
任
し
て
以
来

「
水
の
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」
に
基
づ
き

９
期
、
36
年
間
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
加
勢
川

の
河
川
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
11

年
、
念
願
の
築
堤
が
概
成
を
し
、
内
水
対

策
と
し
て
排
水
機
場
も
完
成
し
た
こ
と

で
、
よ
り
治
水
安
全
度
が
高
ま
り
水
害
な

ど
、
災
害
の
な
い
町
づ
く
り
に
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
町
発
展
の
要
と
な
る
基
盤

が
築
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
区
画
整
理
事

業
、
ビ
ー
ル
工
場
や
大
型
商
業
施
設
、
企

業
誘
致
、
下
水
道
整
備
事
業
、
総
合
運
動

公
園
整
備
事
業
、
町
民
会
館
の
建
設
な
ど

も
着
実
に
実
現
で
き
ま
し
た
。
金
融
機
関

の
誘
致
・
進
出
で
、
町
民
の
方
々
の
生
活

森田　義雄 議員

▪ 

町
長
選
挙
へ
向
け
て
の
考
え
は

利
便
性
も
よ
り
高
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
人
口
の
減
少
が
進
み

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
本
町
の
人

口
は
、
平
成
２
年
が
減
少
の
ピ
ー
ク
で
、こ

の
時
期
７
，
３
０
０
人
で
し
た
が
、こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
、
住
宅
地
の
整
備
や

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
な
ど

に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
「
ゆ
う

す
い
の
杜
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
計

画
で
は
、
１
，
４
０
０
区
画
（
保
留
地
900
区

画
、
民
有
地
500
区
画
）で
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
第
１
期
販
売
と
し
て
、
保
留
地
民

有
地
合
わ
せ
て
、
47
区
画
販
売
し
建
築
が

始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
約
20
年
間
の
計
画
で

地
権
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
６
次
総
合
計
画
（
令
和
３
年
か
ら
令

和
12
年
の
10
年
間
）
の
策
定
時
の
３
つ
の

柱
と
し
て
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
検

討
』に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
交
通
不
便
地

域
の
解
消
や
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
住
民
の
移
動
利
便
性
の
向

上
に
努
め
る
も
の
で
、
嘉
島
町
乗
合
タ
ク

シ
ー
事
業
と
し
て
、
来
年
１
月
か
ら
運
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
『
治
水
安
全
対
策（
堤
防
の
強
化
・
排
水

機
場
の
能
力
ア
ッ
プ
な
ど
）
』
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し
て
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
『
新
た
な
幹
線
道
路（
都
市
高
速
）の
整

備
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
』
に
つ
き
ま

し
て
は
、
熊
本
都
市
圏
さ
ら
に
は
、
九
州
全

体
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
観
点
か

ら
、
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
熊
本
市
中
心

部
を
結
ぶ
新
た
な
道
路
の
整
備
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
強
力
に
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、全
国
町
村
会
会
長
と
し
て
も
、国

の
問
題
で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
労
働
不
足
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
感
染
症
対
策
、
異
常
気
象
に
よ
る
広

域
で
甚
大
な
災
害
の
防
災
・
減
災
へ
の
取
組

み
な
ど
、課
題
は
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
、
私
自
身
の
気
力
、
体
力
、
ま
た
健

康
に
対
す
る
不
安
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
連

続
９
期
、
36
年
間
の
経
験
と
、
そ
の
間
、
築

き
上
げ
て
き
た
多
く
の
人
脈
等
に
よ
り

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
「
―
住
ん
で
良
か
っ
た
！
水
の
郷　
嘉

島
―
」、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
し
、
ゆ
る
ぎ
な
い
嘉
島
町
の
発
展
の

た
め
に
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
、
お
力
添
え

を
頂
き
、
引
き
続
き
、
次
期
も
町
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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園田　義宣議員

問
嘉
島
町
は
、
住
宅
等
の
整
備
に

よ
り
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
り
、
学
校

で
は
教
室
不
足
が
生
じ
、
必
要
に
応
じ
て

校
舎
の
増
築
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後

も
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
増
加
傾
向
が
続
く
と
推
測
さ
れ
る

が
、
整
備
計
画
等
は
あ
る
の
か
。

答  （
学
校
教
育
課
長
）

　
現
在
の
小
中
学
校
の
学
級
数
の
状
況
と

し
て
、
東
小
学
校
は
、
普
通
学
級
10
ク
ラ
ス

支
援
学
級
が
４
ク
ラ
ス
、
合
計
14
ク
ラ
ス
。

　
西
小
学
校
が
、
普
通
学
級
14
ク
ラ
ス

支
援
学
級
が
６
ク
ラ
ス
、
合
計
20
ク
ラ
ス
。

　
嘉
島
中
学
校
が
、
普
通
学
級
９
ク
ラ
ス

支
援
学
級
が
５
ク
ラ
ス
、
合
計
14
ク
ラ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
見
込
と
し
て
は
、
小
学
校
の
段

階
的
な
35
人
学
級
へ
の
移
行
に
加
え
、
ゆ

う
す
い
の
杜
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地

区
計
画
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
数
の
増
加

が
予
想
さ
れ
、
特
に
東
小
学
校
と
中
学
校

に
お
い
て
は
、
数
年
の
内
に
現
在
の
校
舎

で
は
、
教
室
が
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

直
近
の
対
応
と
し
て
は
、
使
用
し
な
く
な

る
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
特
別
教
室
を
改
修

し
、
普
通
教
室
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
で

対
応
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
校
舎
の
増

築
等
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
関
係
各
課
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
町
内
小
中
学
校
の

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
将
来
予
測
を
よ
り

精
度
を
上
げ
て
実
施
し
た
上
で
、
不
足
教

室
数
を
精
査
し
、
増
築
の
時
期
や
、
配
置

場
所
等
選
定
の
基
本
計
画
を
今
年
度
中
に

作
成
す
る
計
画
で
す
。

︵
鍋
田
議
員
）

　
今
年
度
、
基
本
計
画
を
作
成
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

︵
町
長
）

　
た
だ
い
ま
、
学
校
教
育
課
長
よ
り
、
将

来
的
に
は
、
校
舎
の
増
築
等
が
必
要
で
あ

鍋田　　平 議員

▪ 

学
校
施
設
の
整
備
は

▪ 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
）

の
設
置
を

▪ 

嘉
島
町
民
体
育
館
の
駐
車
場
整
備
は

る
と
い
う
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
将
来
の

人
口
予
測
、
そ
し
て
若
い
人
達
が
多
く
住

ま
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
数
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
な
が
ら
、
増
築
、
増

改
築
、
あ
る
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
出
来
な

く
て
、
新
た
な
学
校
建
設
と
い
う
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
見

出
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
と
な
り
、
日
本
人

選
手
の
活
躍
も
あ
り
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
専
用
施
設
の
数
が
絶
対
的

に
足
り
ず
、
遠
方
ま
で
練
習
に
行
っ
て
い

る
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。答��（

社
会
教
育
課
長
）

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
県
内

に
宇
城
市
、
八
代
市
、
芦
北
町
、
天
草
市

な
ど
が
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
っ

た
こ
と
で
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
確
保
、
用
地
取
得
等
も
必
要
と
な
り

中
長
期
的
な
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
に
向

け
て
、市
町
村
が
単
独
で
全
て
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
「
フ
ル
セ
ッ
ト

の
行
政
」
か
ら
、
市
町
村
や
都
道
府
県
間

に
お
い
て
連
携
し
な
が
ら
、
広
域
的
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
周
辺
市
町
と
広
域
連
携
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

問
嘉
島
町
民
体
育
館
の
駐
車
場
ラ
イ

ン
は
消
え
て
駐
車
に
不
安
を
感
じ

ま
す
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
等

も
利
用
さ
れ
る
た
め
、
早
急
に
整
備
で
き

な
い
か
。

答��（
社
会
教
育
課
長
）

　
嘉
島
町
民
体
育
館
駐
車
場
は
、
経
年
劣

化
に
よ
り
ラ
イ
ン
が
消
え
て
い
る
部
分
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
来
年

度
に
か
け
て
、
体
育
館
の
照
明
改
修
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
か
な
り
の
財
政
負
担

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
財
政
状

況
を
考
慮
し
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

ま
す
。
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園田　義宣議員

問
令
和
２
年
９
月
に
文
部
科
学
省

が
、「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
部
活
動
改
革
」
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
実
現
方
策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
示

し
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
３
年
間
を
、
改
革
集
中
期
間
と
し
て
い

る
。

　

対
象
と
な
る
嘉
島
中
学
校
の
部
活
動

は
、
運
動
部
が
８
、
文
化
部
が
２
あ
り

運
動
部
の
う
ち
４
つ
の
部
活
で
は
部
活
動

指
導
員
を
配
置
し
、
地
域
移
行
の
足
が
か

り
が
で
き
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　

地
域
移
行
実
現
の
課
題
と
し
て
、
受

皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
有
無
保
護

者
負
担
増
の
対
応
な
ど
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年
度

を
目
途
に
地
域
移
行
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答  （
教
育
長
）

　
令
和
４
年
６
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り

「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
す
る
検
討
会

議
提
言
」、
同
年
８
月
に
は
文
化
庁
よ
り

「
文
化
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討

会
議
提
言
」
が
出
さ
れ
、
平
日
に
行
わ
れ

る
「
学
校
部
活
動
」
と
休
日
に
地
域
で
担

わ
れ
る
「
地
域
部
活
動
」
に
分
か
れ
、
休

日
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
地
域

部
活
動
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
取
組
を

検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

嘉
島
中
学
校
に
つ
い
て
、
生
徒
・
保
護
者
・

教
師
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、「
嘉

島
中
学
校
部
活
動
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

を
本
年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま

す
。
ま
た
、
嘉
島
中
学
校
部
活
動
に
関
す

る
検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
運
営
主
体
、

外
部
指
導
者
、
経
費
な
ど
を
検
討
し
、
今

後
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
備
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

園田　義宣 議員

▪ 

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
実
現
に

　 

向
け
た
取
組
み
は
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主な議会活動（令和４年７月から令和４年９月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

７月  ５日 広報特別委員会（第43号編集会議） 議員控室

７月  ７日 嘉島町食品衛生協会総会（清㟢議長） 町民会館

７月  ８日 上益城郡町村議会議長会定例会
（清㟢議長） 益城町

７月11日 一般国道266号三角・嘉島間整備
促進期成会監査（清㟢議長） 正副議長室

７月11日 社会を明るくする運動実施委員会（清㟢議長） 役場会議室

７月13日 九州中央自動車道建設促進沿線議会
協議会総会・総決起大会（全議員） 町民会館

７月15日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

７月15日 嘉島町まち・ひと・しごと創生総合
戦略審議会（清㟢議長） 役場会議室

７月19日 主要地方道矢部阿蘇公園線整備促進
期成同盟会総会（清㟢議長）

山都町役場
蘇陽支所

７月19日 第１回熊本県町村監査委員協議会・
臨時総会（春日議選監査委員） 自治会館

7月27日 町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会
（清㟢議長・鍋田副議長・森田・境野・川野）

御船町カルチャー
センター

８月  ２日 第２回嘉島町民生委員推薦会
（清㟢議長） 役場会議室

８月  ３日
～  ４日

九州中央自動車道建設促進沿線議会
期成会提言活動（清㟢議長）

熊本河川国道事務所
・九州地方整備局

８月10日 第２回熊本県町村議会議長会理事会
(オンライン)（清㟢議長） 役場庁議室

８月17日 令和４年第２回益城、嘉島、西原環境
衛生施設組合議会定例会（鍋田・園田） 組合議場

月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

８月18日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

８月22日 議会運営委員会 役場庁議室

８月23日 令和４年第２回御船地区衛生施設
組合議会定例会（森田・満田） 組合議場

８月24日 町村議会正副議長研修会
（清㟢議長・鍋田副議長） 自治会館

８月26日 令和４年第２回上益城広域連合議会
定例会（清㟢議長・増岡） 福祉センター

８月27日 熊本都市圏３連絡道路建設促進
協議会（清㟢議長）

ホテルメルパルク
熊本

９月  ２日
～  ６日

令和４年第３回嘉島町議会定例会・
全員協議会

議場
議員控室

９月  ３日 熊本県フットボールセンターオープ
ニング式典

嘉島町総合運動
公園東エリア

９月16日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

９月20日 広報特別委員会（第44号編集会議） 議員控室

９月22日 令和４年第２回嘉島町議会臨時会・
全員協議会

議場
議員控室

９月22日
令和４年第１回嘉島町地域包括支援
センター運営協議会及び生活支援体
制整備事業協議会（川野）

役場会議室

９月27日 上益城地区社会人権教育研究集会
（清㟢議長・森田）

御船町カルチャー
センター

９月30日 令和４年第２回上益城消防組合議会
臨時会（境野・川野） 消防本部議場

９月30日 上益城郡町村議会議長会定例会
（清㟢議長） 山都町役場



一部事務組合議会報告 議員研修会

「地方創生とまちづくり」
  講師　認定NPO法人グリーンバレー理事　
　　　  大南　信也　氏　

　10月４日（火曜日）熊本県立劇場で、

町村議会議員研修会が行われました。

　講師の大南信也氏は、徳島県神山町生ま

れ。（人口4,887人　世帯数2,401世帯）

スタンフォード大学大学院修了後に帰郷し、家業の建設業を営みつつ、1990年代から神山

町の町おこしを展開しています。

　過疎化の現状を受け入れ、数ではなく過疎の中身を改善し、外部から若者やクリエイティ

ブ人材を誘致することによって、人口構成の健全化を図るとともに、ICTインフラ等を活用

し、多様な働き方を実践できるビジネスの場とし

ての価値を高めることによって、農林漁業のみに

頼らない、均衡のとれた、持続可能な地域を目指

されていました。

　地方の人口減少が問題となっている中、様々な

取組みで地方創生とまちづくりを進めているとい

うことでした。

　令和４年９月27日、上益城地区社会人権教育研究集会が、御船町カルチャーセンターで開

催され、甲佐町からの基調提案、山都町の特別報告、啓発映画「私たち一人ひとりができる

こと～当事者意識をもって考えるコロナ差別～」を視聴した後、講師の鶴田憲平さん（元

県立高校長・元人権同和教育課長）から「同和問題（部落差別）を学び足し、学び直す。

～焦眉の急を要するもの～」と題し講演があり、同和問題（部落差別）の歴史や現在も起

こっている差別の実態、また、同和問

題の解決のために色々な取組みや法律・

条例の整備もなされているが、現在もな

お部落差別が存在するとともに、情報化

の進展に伴って差別に関する状況の変化

が生じていること等について分り易く講

演されました。

上益城地区社会人権教育研究集会

町村議会議員研修会（熊本県町村議会議長会主催）
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一部事務組合議会報告

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）

上益城広域連合（清㟢議員・増岡議員）

上益城消防組合（境野議員・川野議員）

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田組合議長・園田議員）

議会報告 令和４年第２回定例会（令和４年８月23日開催）

議会報告 令和４年第２回定例会（令和４年８月26日開催）

議会報告 令和４年第２回定例会（令和４年９月30日開催）

議会報告 令和４年第２回定例会（令和４年８月17日開催）

・令和３年度一般会計歳入歳出決算について
 　（歳入決算額210,769,827円　歳出決算額183,869,085円）

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・上益城広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・令和３年度一般会計歳入歳出決算について
　（歳入決算額195,934,946円　歳出決算額184,038,975円）

・令和３年度上益城消防組合一般会計剰余金の処分について
・令和３年度一般会計歳入歳出決算について
　（歳入決算額917,056,380円　歳出決算額900,496,326円）
・上益城消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・令和４年度一般会計補正予算（第１号）について

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・令和３年度一般会計歳入歳出決算について
　（歳入決算額591,978,652円　歳出決算額557,914,706円）
・令和４年度一般会計補正予算（第１号）について

原案のとおり承認・認定・可決しました。

原案のとおり認定しました。

原案のとおり承認・可決・認定しました。

原案のとおり認定・可決しました。
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※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）

おひさまリリーこめこめクラブ 2022

議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。


